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研 究 課 題  台湾文学におけるジェンダー表象の研究 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 

 

 

および 

 

 

研究概要 

台湾では 2019 年に同性婚が法制化された。同性婚法制化にあたっては、 LGBTQ 団体のみな

らず、婦女新知などフェミニズム団体も中心的な役割を果たした。 

本研究では、フェミニズム文学と LGBTQ 文学におけるジェンダー表象を分析対象とし、その

影響関係にも着目しながら、その手法と意義についても比較検討する。 
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結 果 

・『台湾文学の中心にあるもの』を公刊し、「第 1章 同性婚法制化への道は文学から始まった」

では台湾の LGBTQ 文学、「第 2 章 女性国会議員が 40％以上を占める国の文学の女性たち」で

は台湾のフェミニズム文学におけるジェンダー表象を分析した。 

・従来、台湾のゲイ文学は、概ね台北あるいは海外を舞台として描かれてきた。本研究では、

台湾の地方都市（彰化）を舞台として描かれたゲイ文学である陳思宏『亡霊の地』を研究対

象とし、同書における語りを、台湾のフェミニズム文学であり地方都市（彰化）を舞台とす

る李昂『夫殺し』と比較しながら、地方都市を舞台とするゲイ文学が、フェミニズムの語り

に連帯することによって、家父長的で保守的なジェンダー観に対する批判的な語りを獲得し

ていく手法とその意義について明らかにし、論文「李昂『夫殺し』から陳思宏『亡霊の地』

へ―台湾郷土文学におけるフェミニズムと LGBTQ 文学の連帯」と題して公刊した。 
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反 省 

今年度は移籍初年度ということもあり、前半は、様々な業務に慣れることに精一杯で、まっ

たく研究できなかった。来年度以降は、計画的に研究を進めたい。 
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